
基本計画にもとづいて３年間の具体的な事業計画を策定します。事業の効果や財政状況を評価・勘案して毎年見直し改定します。（別冊）

【まちづくりの基本理念】

【６つの都市像】

※青字は市民会議からの提案が原案となっている施策。

基本
構想

���������������������	
��
～亜熱帯の自然と文化が息づく、自治・協働・平和都市をめざして～

◆市民との協働の推進　　◆市民の視点に立った行政サービスの向上　　◆持続可能な行財政運営　　◆環境負荷の軽減

第4次那覇市総合計画（２００８～２０１７）の概要

健康づくりと地域医療の充実
�市民自ら健康の保持と増進を図れるよう
支援する
�かかりつけ医など身近な地域で医療の相
談ができる
�医療費の適正化に向けた取り組みをすす
める
ユニバーサルデザインのまちづくり
�高齢者や障がい者が暮らしやすいまちを
つくる

ともに生きる心を育てる
�相互に理解し、支えあう大切さを共有でき
るよう支援する
地域の支えあい
�悩みや問題の相談ができるまちをつくる
�ひとりで悩んでいる場面に気づくまちをつくる
自立を支援するサービス提供
�地域生活を支援する総合的なサービスを
提供する
�社会的弱者の就労支援システムを整備する

地域力を活かし、生きがいをもって地域力を活かし、生きがいをもって
支えあう健康都市支えあう健康都市

　市民の誰もが社会的な役割と生きが

いをもって、お互いに支えあい、充実

した暮らしを実現することのできる健

康都市をめざします。

地球環境への配慮
�省エネやエコ商品の利用など市民のエコ
ライフを促進する
�環境に配慮し自然が再生される産業を促
進する

�環境に配慮した行政活動をすすめる
資源循環型社会
�ごみの発生の抑制、資源循環型社会を促
進する

自然環境の保全・再生・創造
�自然環境の保全・再生をすすめる
�施設の緑化を促進する
衛生的な環境の確保
�衛生的な生活環境を確保する

人・自然・地球にやさしい人・自然・地球にやさしい
環境共生都市環境共生都市

　地球温暖化がもたらす異常気象は人

類への警鐘です。すべての市民が日常

生活の中でも地球環境への影響を考え、

行動する、人・自然・地球にやさしい

環境共生都市をめざします。

生涯学習の推進と地域の教育力の向上
�どこでも誰でも生涯学習ができるまちをつ
くる
�どこでも誰でも生涯スポーツができるまち
をつくる
子育て支援と就学前教育・保育
�家庭や子育てに夢を持てるまちをつくる
子どもの視点に立った環境づくり
�生活リズムの確立を促し生きる力を育む
�子どもたちが授業に集中できる環境を整
備する

�地域と連携して青少年の健全育成を図る
�教師の学ぶ機会を充実させる
�学校施設の補修・整備をすすめる
文化の継承と発展
�市民の文化活動を支援する
�伝統文化の保存と継承を図る

子どもの笑顔あふれる、子どもの笑顔あふれる、
ゆたかな学習・文化都市ゆたかな学習・文化都市

　未来の担い手である子どもたちが将

来への夢を育んで、その笑顔が町中に

あふれ、市民が多様な価値観を認めあ

いながら、伝統的な文化を次代へ継承

し、新たな文化を生みだしていくことの

できる、ゆたかな文化都市を創ります。

産業の振興
�観光の振興を図る
�商工業の振興を図る
�情報通信関連産業の振興を図る
�農水産業の振興を図る
�物流と交流の機能充実を図る
まちの活性化
�水辺を活用し交流と賑わいをつくる
�商店街やマチグヮーの活性化をすすめる
就労支援・相談体制
�就労支援の仕組みを充実させる
�消費生活相談の充実を図る

人も、まちも活きいき、人も、まちも活きいき、
美ら島の観光交流都市美ら島の観光交流都市

　わが国の国際的な南の玄関口として

広域的な交流・交易の拠点機能を高め、

多彩な人材と多様な産業を生み出すと

ともに、地場産業の振興を図り、人も、

まちも活力ある美しい島々の拠点、観

光交流都市をめざします。

都市防災と防犯
�災害に強いまちをつくる
�地域の防犯・交通安全活動を推進する
�市民が安心できる消防体制をつくる
�災害への対応力を高める
�災害時のライフラインを確保する
市街地の整備
�地域特性を活かした土地利用をすすめる
�快適で魅力ある市街地をつくる
�快適に住み続けられる住宅環境を整える
交通体系の整備
�誰もが移動しやすいまちをつくる
�体系的な道路網をつくる
上下水道の整備
�安全でおいしい水道水を安定的に供給する
�公共下水道の整備・普及を推進する
自然と調和したまちなみ
�自然を感じられるまちをつくる
�地域にあったまちなみをつくる

安心、安全で快適な安心、安全で快適な
亜熱帯庭園都市亜熱帯庭園都市

　都市基盤や都市景観が、亜熱帯特有

の自然や歴史、文化環境に調和した緑

ゆたかな庭園のようなまちを築いてい

きます。誰もが安心して、楽しく歩く

ことのできる、魅力的で愛着のあるま

ちを市民とともに創っていきます。

協働によるまちづくり
�自治会やNPO、ボランティアが活躍でき
る機会を増やす
�市民の声がまちづくりに反映される仕組み
をつくる
幸せ感のあるまちの創出
�人権が尊重され心ゆたかに生活できるま
ちをつくる
平和交流・男女共同参画
�平和都市の実現と発信の取り組みをすすめる
�戦争の歴史をみんなが伝えることができる
�男女共同参画社会の実現をめざす
市民に開かれた効率的な行政
�税金の一部の使い方を決められる仕組み
をつくる
�行政情報を様々な方法でわかりやすく受け
とれるようにする
�効率的で満足度の高い行政サービスをお
こなう
�電子化による行政サービスの向上をすすめる
�持続可能な財政運営を確立する

心地よいつながりでつくる心地よいつながりでつくる
自治・協働・平和都市自治・協働・平和都市

　まちづくりの主役は市民です。多様

な価値観や社会環境の中、緩やかでい

て、ときには団結し、力をあわせて理

想を実現していくような、市民の間の

心地よいつながりで、自治・協働の平

和都市を創造していきます。

基本
計画

実施
計画

【行政運営の姿勢・視点】

ちゅちゅ しましま
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（
総
合
計
画
と
は
）

市
政
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め

た
計
画

　

総
合
計
画
と
は
、
市
町
村
が

議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る

「
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
市
政

の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
た

計
画
で
す
。
こ
こ
に
定
め
た
第

４
次
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想

と
基
本
計
画
か
ら
成
り
、
実
施

計
画
は
基
本
計
画
に
も
と
づ
い

て
３
年
間
の
具
体
的
な
事
業
を

別
に
定
め
、
毎
年
更
新
し
て
時

代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

（
策
定
の
経
過
）

○
平
成　

年
１８

５
月　

第
４
次
総
合
計
画
策
定

　
　
　

基
本
方
針
決
定

７
月　
「
未
来
を
考
え
る
な
は

市
民
会
議
」
活
動
開
始

　

月　

職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

１０
　
　
　

ム
活
動
開
始

　

月　

市
民
会
議
か
ら
市
長
へ

１０
　
　
　

基
本
構
想
意
見
報
告

　

〜　

生
活
課
題
に
つ
い
て
団

１１
　

月　

体
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

１２
　
　
　

実
施

○
平
成　

年
１９

４
月　

市
民
会
議
か
ら
市
長
へ

　
　
　

基
本
計
画
市
民
案
報
告

４
〜　

市
民
案
に
追
加
す
る
施

８
月　

策
（
行
政
案
）
を
検
討

７
月　

那
覇
市
基
本
構
想
素
案

　
　
　

に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
　
　

コ
メ
ン
ト
取
得

７
月　

那
覇
市
総
合
計
画
審
議

会
（
以
下
「
審
議
会
」

と
い
う
。）へ
基
本
構
想

お
よ
び
基
本
計
画
諮
問

８
月　

那
覇
市
基
本
計
画
素
案

　
　
　

に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
　
　

コ
メ
ン
ト
取
得

９
月　

審
議
会
か
ら
基
本
構
想

　
　
　

答
申

　

月　

那
覇
市
議
会　

月
定
例

１２

１２

　
　
　

会
で
那
覇
市
基
本
構
想

　
　
　

を
議
決

○
平
成　

年
２０

１
月　

審
議
会
か
ら
基
本
計
画

　
　
　

答
申

２
月　

那
覇
市
庁
議
に
お
い
て

　
　
　

第
４
次
総
合
計
画
決
定

（
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
）

な
は
が
好
き
！
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま

ち
〜
亜
熱
帯
の
自
然
と
文
化
が

息
づ
く
、
自
治
・
協
働
・
平
和

都
市
を
め
ざ
し
て
〜

　

那
覇
市
は
、
亜
熱
帯
海
洋
性

気
候
に
育
ま
れ
た
琉
球
諸
島
の

拠
点
都
市
で
す
。
東
ア
ジ
ア
の

中
で
も
、
地
勢
上
重
要
な
位
置

に
あ
り
、
古
く
は
琉
球
国
の
王

都
・
商
都
と
し
て
、
中
国
を
は

じ
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
易

や
交
流
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

海
外
お
よ
び
周
辺
離
島
を
含

む
各
地
の
人
々
の
往
来
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
独
自
の
歴
史
や
文

化
は
、
先
人
の
残
し
た
貴
重
な

宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
鉄
の
暴
風
」
と
称
さ

れ
る
先
の
沖
縄
戦
に
よ
っ
て
、

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
に
よ
る
施
策
は
、
公
募

市
民
か
ら
な
る
市
民
会
議
が
、

日
常
生
活
の
上
で
の
実
感
に
基

づ
き
な
が
ら
作
成
し
た　

本
の

８７

候
補
を
も
と
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
選
び
出
し
て
い
ま
す
。

■
将
来
イ
メ
ー
ジ
が
み
え
る
基

本
計
画

　

第
４
次
那
覇
市
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
は
、
行
政
運
営
の

具
体
的
な
目
標
を
「
指
標
」
と

「
め
ざ
そ
う
値
」と
し
て
掲
げ
る

よ
う
に
留
意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
は
、
実
現
の
確
実

性
や
財
源
の
裏
付
け
に
も
と
づ

く
「
計
画
値
」
で
は
あ
り
ま
せ

第
４
次
総
合
計
画
（
全
文
）
に

つ
い
て

�
那
覇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp://w

w
w
.city.nah

a.

 
       
 
 
         
  

okinaw
a.jp/

　
      
     
へ
掲
載

�
本
庁
３
階
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
で
計
画
書
販
売

　
（
１
�
０
０
０
円
／
冊
）

お
問
い
合
わ
せ

経
営
企
画
室

�
８
６
２
―
４
２
６
３

第4次那覇市総合計
画策定にあたって

����������

市
民
の
幸
せ
感
を
第
一
に

指標の意図・説明
めざそう値

現状値単
位指　標　名番

号 ２０１７年２０１２年

市民と行政との協働の実績をみる指標
です。協働事例数を一定程度増加させ
つつ、評価制度等を採り入れ内容の適
正化もすすめていきます。

３００２５０１５２
（２００６）件

市民と市役所が協働してお
こなった事業等の件数

１
課による独自調査。取得方法また

は出典など

高齢者が集える場の充実の度合いをみ
る指標です。関係機関と連携しながら、
つどいの場づくりを促進していきます。

１００５０－
ヵ
所

高齢者のつどいの場の数３３
課による独自調査。（市や関係機関が
支援して設置されたつどいの場の数。）

取得方法また
は出典など

市民のエコライフの実践状況をみる指
標。「マイバッグの使用」「ごみの分別の
徹底」などのエコ活動の実践項目数の
増加をめざします。

８６２．０５
（２００４）

個
地球環境保護のための実践
項目数

４０
市民意識調査。（一人あたりの実践項
目数の平均数）

取得方法また
は出典など

教師への支援制度の充実をみる指標で
す。大学との連携（ＮＡＲＡＥネット）に
より受け入れた大学生に、現場体験機
会を提供しながら、授業の支援体制と
しても活用していきます。

３０２０１０
（２００６）

校
数大学生による小学校支援数

（累計）
５９

業務取得。取得方法また
は出典など

就労支援の成果をみる指標です。支援
の充実をおこないながら年間就職達成
者数の増加をめざしています。

２５０２２０１８９
（２００６）人

就職に結びついた相談者数８５
業務取得。（なはし就職なんでも相談
センターの実績から）

取得方法また
は出典など

自家用車から公共交通機関への転換の
度合いをみる指標とします。市民意識
調査において、自家用車の利用が占め
る割合の減少をめざします。

４０．０　４５．０４９．９
（２００６）％

交通手段に占める自家用車
の割合

１０７
市民意識調査による。取得方法また

は出典など

指標とめざそう値（他１０６指標）

市
民
は
、
戦
争
の
む
ご
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
心
に
刻
み
、
戦
後

は
、
互
い
に
手
を
取
り
あ
っ
て
、

荒
廃
の
中
か
ら
那
覇
市
発
展
の

礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
那
覇
市
の
自
然
、

歴
史
や
文
化
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、

自
治
と
平
和
を
希
求
す
る
市
民

の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
調

と
し
ま
す
。

　

そ
の
基
調
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

明
日
を
創
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

視
点
を
大
切
に
、
市
民
と
心
を

あ
わ
せ
て
、
多
様
な
主
体
が
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
新
し
い
公
共

の
時
代
を
拓
い
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
と

地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
、
環
境

に
調
和
し
た
ゆ
た
か
で
活
力
の

あ
る
社
会
、
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
で
、「
な
は
が
好
き
！
」
と
い

え
る
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

（
基
本
計
画
の
特
徴
）

■
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
施
策

の
編
成

　

基
本
計
画
を
構
成
す
る　

本
６０

の
施
策
は
、
市
民
の
意
見
を
参

考
に
し
て
設
定
し
た　

本
と
、

３０

行
政
が
追
加
し
た　

本
か
ら

３０

　

那
覇
市
は
、
亜
熱
帯
の
気
候

と
風
土
に
育
ま
れ
た
ゆ
た
か
な

文
化
を
持
ち
、
琉
球
国
の
王

都
・
商
都
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
交
流
を
軸
に
発
展
し
て
き

た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
大

戦
後
は
、
米
軍
統
治
下
で
の
復

興
、
そ
し
て
日
本
復
帰
と
、
激

動
の
時
代
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
逆
境
を
、
互
い
に
助
け

あ
う
や
さ
し
さ
と
逞
し
さ
で
乗

り
越
え
て
き
た
多
く
の
先
達
を

誇
り
に
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
そ
の
誇
り
あ

る
伝
統
や
歴
史
、
文
化
を
引
き

継
ぎ
、
次
代
へ
継
承
し
て
い
く

大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
状
況
を
見
ま
す

と
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

加
速
す
る
中
で
、
地
球
規
模
で

環
境
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で

は
、
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報

化
や
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
変
革

が
す
す
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
し
っ
か
り

と
目
標
を
定
め
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
策
定
し
た
第
４
次
那

覇
市
総
合
計
画
は
、
こ
の
よ
う

な
社
会
状
況
を
背
景
に
、
市
民

本
位
の
自
治
と
持
続
可
能
な
発

展
を
実
現
す
る
た
め
の
市
政
運

営
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

生
活
者
の
視
点
を
重
視
し
た
計

画
と
な
る
よ
う
、
公
募
市
民
に

よ
る
「
未
来
を
考
え
る
な
は
市

民
会
議
」
の
ご
提
案
や
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
参
考

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
掲
げ

た
「
な
は
が
好
き
！
み
ん
な
で

創
ろ
う
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝

く
ま
ち
」
を
合
言
葉
に
、
市
民

と
行
政
が
力
を
あ
わ
せ
て
協
働

の
取
り
組
み
を
す
す
め
、
市
民

の
幸
せ
感
を
第
一
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
会
議
の
皆
さ
ま
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

そ
し
て
専
門
的
な
観
点
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
く
だ
さ
い
ま
し

た
那
覇
市
総
合
計
画
審
議
会
委

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
市
職
員
に
は
本
計
画
実
現

に
向
け
た
さ
ら
な
る
努
力
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
市
政
へ
の

ご
参
画
と
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、
第
４
次
那
覇
市

総
合
計
画
策
定
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

ん
が
、「
〜
の
推
進
を
図
る
」

「
〜
を
向
上
さ
せ
る
」の
よ
う
な

目
標
の
表
現
に
比
べ
る
と
、
目

指
し
て
い
る
将
来
の
姿
を
は
っ

き
り
と
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。


